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北
海
道

北
海
道

愛
知
愛
知

回回
答答
集集
約約
状状
況況

21
春
闘
で
の
賃
上
げ
要
求
に
対

す
る
、
3
月
18
日
時
点
の
回
答
集

約
状
況
は
、
1
4
4
組
合
（
昨
年

同
時
期
1
6
2
組
合
）
が
回
答
を

引
き
出
し
、
内
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
回

答
は
9
組
合
（
昨
年
同
時
期
20
組

合
）
、
定
期
昇
給
を
含
む
パ
ー
ト

の
賃
上
げ
回
答
は
44
組
合
（
昨
年

同
時
期
48
組
合
）
で
す
。

回
答
の
基
礎
と
な
る
4
8
2
組

合
の
う
ち
、
回
答
が
あ
っ
た
の
は

29
・
8
％
。
引
き
出
し
数
1
4
4

組
合
は
、
こ
の
4
年
間
の
中
で
最

も
低
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大大
幅幅
賃賃
上上
げげ
はは

当当
然然
のの
要要
求求

3
月
18
日
時
点
の
回
答
状
況
で

は
、
回
答
額
平
均
で
、
ベ
ア
1
6

4
7
円
、
定
昇
4
8
7
4
円
、
基

本
給
（
定
昇
込
）
4
8
9
0
円
、

全
体
（
手
当
込
）
4
9
2
4
円
と

な
り
、
昨
年
の
最
終
到
達
時
点
よ

り
基
本
給
で
も
、
全
体
で
も
、
1

6
0
円
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ

ぼ
昨
年
並
み
の
到
達
で
す
。

国
民
春
闘
共
闘
と
の
比
較
で

は
、
賃
上
げ
額（
単
純
平
均
）で
、

1
3
3
円
低
く
、
賃
上
げ
率
で
プ

ラ
ス
0
・
01
％
で
す
。
国
民
春
闘

共
闘
で
は
、
中
小
企
業
を
中
心
に

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
強
く
出
て
お

り
、
賃
金
格
差
は
現
時
点
で
は
縮

ま
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ア
回
答
数
は
、
正
職
員
で
9

組
合
、パ
ー
ト
職
員
で
12
組
合
と
、

い
ず
れ
か
で
ベ
ア
を
引
き
出
し
た

単
組
数
と
し
て
は
17
組
合
（
昨
年

60
組
合
）
と
な
り
ま
す
。

賃
上
げ
額
は
、
要
求
か
ら
す
れ

ば
非
常
に
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た

医
療
機
関
や
介
護
施
設
が
多
い
中

で
も
、
労
働
組
合
が
「
コ
ロ
ナ
禍

で
奮
闘
す
る
職
員
の
大
幅
賃
上
げ

は
当
た
り
前
」
と
論
戦
を
は
り
、

安
易
な
定
昇
削
減
な
ど
を
許
さ
な

か
っ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、パ
ー
ト
の
賃
上
げ
額
で
は
、

最
高
額
は
2
0
0
円
で
あ
る
も
の

の
、
平
均
額
で
36
円
と
い
う
到
達

で
あ
り
、
こ
の
間
の
地
域
最
賃
改

定
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
現

状
か
ら
考
え
れ
ば
、
さ
ら
な
る
引

き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

決決
着着
にに
むむ
けけ
てて

す
べ
て
の
単
組
・
支
部
で
、
組

合
員
の
結
集
を
は
か
り
、
団
体
交

渉
を
配
置
し
て
、
ベ
ア
獲
得
・
上

積
み
回
答
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。

決
着
ゾ
ー
ン
に
設
定
に
つ
い
て

は
、
20
春
闘
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
考
慮
し
、
例
年
よ
り
も
2
週

間
遅
ら
せ
て
設
定
し
ま
し
た
が
、

今
春
闘
で
は
早
期
決
着
を
求
め
て

4
月
5
日
〜
9
日
と
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
理
由
と
し
た
回

答
遅
延
や
賃
下
げ
は
断
じ
て
許
さ

な
い
強
い
態
度
で
交
渉
に
臨
み
、

産
別
結
集
を
強
め
て
奮
闘
し
ま
し

ょ
う
。

北
海
道
勤
医
労
は
、
3
月
10
日
の
回
答
指

定
日
で
、ス
ト
ラ
イ
キ
回
避
基
準
で
あ
る「
す

べ
て
の
法
人
（
5
法
人
）
が
な
ん
ら
か
の
ベ

ア
回
答
を
す
る
こ
と
」
に
対
し
、
3
法
人
で

ベ
ア
回
答
が
な
か
っ
た
た
め
、
翌
11
日
、
午

後
始
業
時
30
分
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま

し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
全
43
支
部
（
道
内

72
カ
所
）、
1
2
0
0
人
の
組
合
員
が
参
加
。

午
前
中
に
行
っ
た
道
庁
で
の
記
者
会
見
の
様

子
は
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、
ス
ト
ラ

イ
キ
の
様
子
は
夕
方
と
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の
団
体
交
渉
は
3

月
31
日
に
実
施
し
、
何
ら
か
の
ベ
ア
・
上
積

み
回
答
を
迫
り
ま
す
。

愛
知
県
医
労
連
は
、
「
看
護
師
コ
ロ
ナ
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
集
ま
っ
た
1
4
7
8
人

分
の
看
護
職
員
の
声
を
記
者
発
表
し
ま
し

た
。
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
愛
知
県
医
労

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
ま
た
、
愛
知

県
議
会
と
名
古
屋
市
議
会
に「
い
の
ち
署
名
」

の
陳
情
書
を
提
出
。
国
に
意
見
書
を
あ
げ
て

ほ
し
い
と
各
会
派
を
回
り
ま
し
た
。

み
な
と
医
療
生
協
労
組
は

国
に
対
し「
医
療
・
介
護
へ
財

政
支
援
」
「
医
療
・
介
護
労

働
者
の
賃
上
げ
処
遇
改
善
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
11

日
早
朝
、
「
い
の
ち
守
る
地

域
集
会
」
を
開
催
。
地
域
の

方
へ
も
呼
び
か
け
、
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

17
年
ぶ
り
に
対
政
府
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
し
ま
し
た
。

21春闘回答指定日翌日の3月11日に
は、「産別統一行動」を実施。全国で約
250単組支部（3月18日報告時点）が様々
な行動を展開しました。ご報告いただい
た中から、一部をご紹介します。

厚生荘病院労組は、経営
者によって一方的に導入さ
れた「新人事制度」への抗
議のストライキに立ち上が
りました。新人事制度には
定期昇給という概念がない
ため、回答もありません。
東京医労連の仲間も支援に
かけつけ、抗議の昼ストラ
イキで声を上げました。

福島医療生協労組は、労使
共同でスタンディングと集会
を行い、100人が参加。原発ゼ
ロと医療・社会保障の拡充を
訴えました。

岡山県医労連は、岡山駅前
で宣伝行動を実施。25人の
参加で「いのち署名」を54
筆集約しました。

▼
う
っ
せ
ぇ
う
っ

せ
ぇ
う
っ
せ
ぇ
わ

・
あ
な
た
が
思
う

よ
り
健
康
で
す
・

一
切
合
切
凡
庸
な

・
あ
な
た
じ
ゃ
分

か
ら
な
い
か
も
ね

▼
若
者
の
社
会
へ
の
怒
り
を
表
現

し
た
よ
う
な
曲
、Ａ
ｄ
ｏ
の「
う
っ

せ
ぇ
わ
」
が
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
再

生
9
6
0
0
万
回
を
突
破
し
て
社

会
現
象
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
▼

社
会
へ
の
怒
り
と
言
え
ば
、
コ
ロ

ナ
禍
で
医
療
破
壊
を
い
っ
そ
う
進

め
る
政
治
に
だ
ろ
う
。
高
齢
者
の

医
療
費
2
倍
化
、
消
費
税
に
よ
る

病
床
削
減
継
続
、
医
師
の
年
1
8

0
0
時
間
の
時
間
外
労
働
、
看
護

師
の
日
雇
い
派
遣
解
禁
、
ど
こ
ま

で
痛
め
つ
け
れ
ば
気
が
済
む
の
か

▼
国
会
は
総
務
省
の
東
北
新
社
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
接
待
漬
け
が
問
題
に
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
従
事
者

が
悲
鳴
を
あ
げ
、
コ
ロ
ナ
解
雇
は

10
万
人
に
迫
ろ
う
と
い
う
の
に

「
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」と
逃
げ

る
と
ん
で
も
野
郎
ば
か
り
だ
▼
3

月
、
愛
知
県
内
の
看
護
師
1
5
0

0
人
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
7

割
が
辞
め
た
い
」
「
2
割
が
退
職

を
検
討
」
と
い
う
結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
過
重
労
働
と
偏
見
差

別
と
自
粛
で
身
も
心
も
疲
労
は
ピ

ー
ク
。
医
療
現
場
は
も
う
限
界
▼

田
村
厚
生
労
働
大
臣
は
医
療
機
関

の
減
収
補
填
の
意
味
が
わ
か
ら
な

い
と
言
い
放
っ
た
。
も
う
我
慢
は

や
め
よ
う
。
声
を
あ
げ
よ
う
。
5

月
12
日
は
看
護
の
日
。
ナ
ー
ス
ウ

ェ
ー
ブ
が
や
っ
て
く
る
。
看
護
師

の
労
働
条
件
改
善
を
求
め
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
立
ち
上
が

ろ
う
▼
正
し
さ
と
は
？
愚
か
さ
と

は
？
そ
れ
が
何
か
見
せ
つ
け
て
や

る
。
丸
々
と
腐
敗
し
た
・
あ
の
政

権
に
バ
ツ
！
そ
う
歌
い
な
が
ら
。

〈賃上げ回答状況（単純平均）〉 3月18日現在
基本給（定昇込）

率
1．89
1．88

額
4，890
5，023

日本医労連
国民春闘共闘

処
遇
改
善
勝
ち
取
る
た
め
に

産
別
結
集
強
め
て
奮
闘
し
よ
う

処
遇
改
善
勝
ち
取
る
た
め
に

産
別
結
集
強
め
て
奮
闘
し
よ
う

144組合に回答

北海道勤医労北海道勤医労

平均4，890円（1．89％）

福島医療生協労組福島医療生協労組

基本給（定昇込）

福
島
福
島

３月１１日３月１１日

産別統一行動
各地で

岡山県医労連岡山県医労連

みなと医療生協労組みなと医療生協労組

厚生荘病院労組厚生荘病院労組

東
京
東
京

岡
山
岡
山
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医
労
連
か
ら
2
0
2
0
年
度
夜

勤
実
態
調
査
の
概
要
を
説
明
し
、

未
だ
に
改
善
さ
れ
な
い
労
働
実
態

を
訴
え
ま
し
た
。

勤
務
環
境
改
善
に
つ
い
て
、
参

加
者
か
ら
は「
三
交
替
勤
務
で
は
、

日
勤
―
深
夜
勤
務
の
シ
フ
ト
で
十

分
に
休
む
時
間
も
な
く
き
つ
い
。

夜
勤
体
制
も
少
な
く
休
憩
も
十
分

に
取
れ
な
い
。
職
員
が
健
康
で
働

き
、
医
療
事
故
の
リ
ス
ク
も
減
ら

せ
る
よ
う
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

が
と
れ
る
人
員
配
置
、
休
憩
が
取

れ
る
体
制
を
」
等
と
要
求
し
ま
し

た
。
厚
労
省
医
政
局
看
護
課
は
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
つ
い
て

の
研
究
報
告
を
6
月
く
ら
い
に
公

表
す
る
と
回
答
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル

制
度
導
入
の
努
力
義
務
に
つ
い

て
、
医
労
連
調
査
で
は
、
13
・
2

％
の
医
療
機
関
し
か
導
入
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
等
へ
の
日
雇
い
派
遣

看
護
師
問
題
に
つ
い
て
、
交
渉
団

は
「
働
き
方
の
管
理
が
し
き
れ
な

い
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。
毎
日

看
護
師
が
変
わ
る
た
び
業
務
や
患

者
の
情
報
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、さ
ら
に
業
務
過
多
と
な
る
。

日
雇
い
派
遣
な
ど
あ
り
得
な
い
」

と
強
く
反
対
し
ま
し
た
。

人
員
不
足
に
つ
い
て
は
、
「
コ

ロ
ナ
専
用
病
棟
を
た
ち
あ
げ
る
た

め
、
各
病
棟
か
ら
看
護
師
を
出
す

た
め
、
一
般
病
棟
で
は
人
員
不
足

で
従
来
通
り
の
ケ
ア
も
で
き
な

い
。
看
護
師
が
コ
ロ
ナ
病
棟
の
掃

除
ま
で
し
て
い
る
」
と
実
態
を
訴

え
、
感
染
症
拡
大
や
災
害
な
ど
不

測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
平
時
か
ら
余
裕
を
持
っ
た
人

員
配
置
に
し
な
け
れ
ば
、
今
般
の

よ
う
な
医
療
崩
壊
に
繋
が
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

特
定
行
為
に
つ
い
て
、
医
政
局

看
護
支
援
課
サ
ー
ビ
ス
推
進
室

は
、
「
全
て
の
看
護
師
が
必
ず
特

定
行
為
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
周
知
の
機

会
が
あ
る
際
に
は
説
明
し
、
国
民

が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す

る
。
医
療
従
事
者
、
特
に
医
師
や

管
理
者
に
向
け
、
医
師
の
業
務
軽

減
の
た
め
の
制
度
で
は
な
い
こ
と

を
宣
伝
し
て
い
く
」
と
回
答
。
交

渉
団
か
ら
は
、
趣
旨
と
ず
れ
て
い

る
実
態
を
訴
え
、
特
定
行
為
の
拡

大
に
強
く
反
対
し
ま
し
た
。

人
員
配
置
基
準
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

厚
労
省
は
、
「
人
員
確
保
が
出
来
ず
施
設

運
営
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
従
来
通
り
の
説
明
を
し
、
「
実
態
調
査

で
も
2
対
1
に
手
厚
く
配
置
し
て
い
る
施

設
が
多
く
、
加
算
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
3
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
0
・
7
％
引
き
上
げ
、
人
員
確
保
と

全
て
の
職
員
の
処
遇
改
善
に
繋
が
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
施
設
で
の

一
人
夜
勤
に
つ
い
て
、「
実
質
的
に
は『
手

待
ち
時
間
』
で
あ
っ
て
『
休
憩
』
と
は
言

え
な
い
」
と
追
及
す
る
と
、
厚
労
省
は
行

政
解
釈
で
の
説
明
に
終
始
。
さ
ら
に
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
配
置
や
見
守
り
機
器
導
入
な
ど

で
、
ケ
ア
の
確
保
や
安
全
性
の
担
保
を
し

て
い
き
た
い
」と
し
ま
し
た
が
、要
請
団
か

ら
は
「
機
器
が
入
っ
て
も
人
の
配
置
が
な

け
れ
ば
事
故
に
繋
が
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

処
遇
改
善
加
算
・
特
定
加
算
に
つ
い
て
、

「
実
際
は
一
時
金
支
給
、
定
昇
昇
給
、
事

業
所
の
赤
字
補
填
に
使
わ
れ
、
処
遇
改
善

に
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

充
て
る
と
い
う
条
件
な
ど
制
度
設
計
が
必

要
だ
」と
訴
え
ま
し
た
。
厚
労
省
は
、「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
が
望
ま
し
い
。
経
験
あ
る
介

護
職
の
賃
金
を
全
産
業
平
均
に
近
づ
け
た

い
と
い
う
の
が
加
算
の
目
的
。
た
だ
し
、

労
使
で
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
使
途
を
決

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
回
答
。
ま
た
、
ケ

ア
マ
ネ
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
次
年
度

の
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
の
基
本
報
酬
引
き
上

げ
は
、
「
ケ
ア
マ
ネ
の
処
遇
改
善
を
行
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
か
」の
問
い
に
対
し
、

「
前
提
に
あ
る
こ
と
だ
」
と
し
ま
し
た
。

病
院
で
働
く
介
護
職
の
賃
金
改
善
に
つ

い
て
、
介
護
報
酬
と
診
療
報
酬
の
違
い
か

ら
、
処
遇
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
な
い
介

護
職
の
具
体
例
な
ど
を
伝
え
改
善
を
求
め

ま
し
た
。
賃
金
課
題
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
る
も
の
の
、
診
療
報
酬
の
割
当
て
が

介
護
職
員
の
資
格
の
み
に
限
ら
な
い
た

め
、
そ
れ
を
加
味
し
検
討
を
重
ね
た
い
と

し
ま
し
た
。
交
渉
団
は
、
「
生
活
で
き
、

将
来
設
計
が
立
て
ら
れ
る
賃
金
で
な
け
れ

ば
人
は
集
ま
ら
な
い
。
税
金
の
使
途
を
含

め
、
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り
を

真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
。
私
達
も
協
力
す

る
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

厚
労
省
は
、
災
害
時
の
医
療
供

給
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、
災
害

時
の
医
療
体
制
は
、
都
道
府
県
が

策
定
す
る
医
療
計
画
の
5
事
業
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
し
、「
こ

れ
を
前
提
に
、
地
域
医
療
構
想
は

着
実
に
す
す
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
保
険
料
等
の
減
免
措

置
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
福
島
第
一
原
発
事
故
の
帰
還
困

難
区
域
の
被
災
者
に
つ
い
て
は
、

医
療
保
険
等
の
窓
口
負
担
及
び
保

険
料
が
免
除
さ
れ
、
費
用
は
国
が

全
額
支
援
す
る
。
帰
還
困
難
区
域

以
外
で
も
10
分
の
8
以
内
を
国
が

財
政
支
援
す
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
宮
城
の
参
加
者
は
、
2
月
の

余
震
被
害
で
の
民
間
病
院
の
経
営

圧
迫
に
つ
い
て
、
調
査
と
国
の
支

援
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災

者
救
援
に
奮
闘
し
た
国
立
宮
城
病

院
が
、
「
4
2
4
」
病
院
の
対
象

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
名
指
し
リ
ス

ト
か
ら
の
撤
回
も
求
め
ま
し
た
。

「
新
興
感
染
症
等
の
感
染
拡
大

時
の
医
療
」
に
か
か
わ
る
要
求
に

つ
い
て
厚
労
省
は
、
「
医
療
計
画

に
も
と
づ
き
、
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
し
、
公
立
・
公
的
医
療
機

関
の
具
体
的
対
応
方
針
の
再
検
証

要
請
（
＝
「
4
2
4
」
病
院
）
に

つ
い
て
も
、
「
地
域
の
実
情
も
補

い
な
が
ら
し
っ
か
り
議
論
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
」
な
ど
と
回
答
、
従

来
と
変
わ
ら
な
い
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。
全
労
災
と
宮
城
の
参
加
者

は
、
「
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に

向
け
、
宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

と
、
東
北
労
災
病
院
、
仙
台
赤
十

字
病
院
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
い

る
」
「
調
整
会
議
で
も
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。
地
域
の
声
を
聞
い
て

い
な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
「
再
検
証
（
4

2
4
）
に
追
加
に
な
っ
た
病
院
名

を
公
表
せ
よ
」
と
声
が
あ
が
り
、

厚
労
省
は
「
積
極
的
に
開
示
す
る

こ
と
は
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
『
効
率
的
、
効
率
的
』
と
い

う
が
、コ
ロ
ナ
禍
で『
効
率
的
』
で

は
ダ
メ
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」と
、貧
弱
な
医
療
体
制
の
抜
本

的
な
改
革
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
３
月
４
日
〜
５
日
、
春
の
対
政
府
中
央
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
４
日
は
、
全
労
連
、
社
保
協
、
医
団
連
、
医
療

三
単
産
と
共
同
で
国
会
議
員
要
請
行
動
を
実
施
し
、
２４
万
４
６
０

０
筆
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。
意
思
統
一
集
会
に
は
、
１３
人
の

国
会
議
員
が
来
場
し
、
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
行
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
規
模
を
縮
小
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
体
で
約
3
0
0
人
（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
含
む
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

意
思
統
一
集
会
後
、
事
前
の
割

り
振
り
に
沿
っ
て
、
衆
参
あ
わ
せ

て
4
4
3
人
の
国
会
議
員
を
訪
問

し
ま
し
た
。
4
日
以
降
、
医
労
連

本
部
に
は
応
諾
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
続
々

と
届
き
、
3
月
22
日
現
在
、
紹
介

賛
同
議
員
は
1
2
3
人
と
な
り
ま

し
た
。請
願
課
へ
の
提
出
状
況
は
、

官
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

神
奈
川
の
参
加
者
は
、
真
山
勇

一
議
員
（
参
・
立
憲
）
を
訪
問
し

ま
し
た
。
真
山
議
員
か
ら
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
は
超
党
派
、
全
国
会
議

員
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
。ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
人
に
接
種
が
広
が
る
と
き

に
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。
次
の

署
名
の
時
に
も
紹
介
議
員
に
な
り

ま
す
」
と
前
向
き
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

群
馬
の
参
加
者
は
、
長
谷
川
嘉

一
議
員（
衆
・
立
民
）を
訪
問
し
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が
安

定
し
な
い
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実

費
や
施
設
持
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。
行
政
と
し
て
し
っ
か
り
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
償
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

宮
城
の
参
加
者
は
、
山
崎
誠
議

員
（
衆
・
立
民
）
を
訪
問
し
ま
し

た
。
自
身
の
ご
家
族
も
医
療
従
事

者
で
、
「
現
場
の
苦
し
み
が
分
か

っ
て
い
な
い
」
「
ま
ず
は
議
員
が

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
安
全
性
を

発
信
す
べ
き
」
な
ど
要
請
に
理
解

を
示
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
を
め

ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
尽
力
い
た

た
だ
く
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
と
め
集
会
で
は
、
全
厚
労
の

要
請
団
か
ら
、
秘
書
対
応
で
は
あ

っ
た
も
の
の
「
こ
れ
か
ら
応
諾
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
し
ま
す
！
」
と
紹
介
・

賛
同
議
員
応
諾
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

愛
知
の
要
請
団
は
、
「
応
諾
を

絶
対
に
と
り
た
い
！
」
と
事
前
に

地
元
の
事
務
所
を
訪
問
し
、
地
元

の
施
設
職
員
が
集
め
た
1
5
0
0

筆
の
署
名
を
持
参
し
参
加
。
議
員

不
在
で
秘
書
対
応
と
な
っ
た
要
請

後
、
秘
書
か
ら
連
絡
が
入
り
、
事

務
所
に
戻
っ
た
議
員
へ
の
面
会
と

署
名
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

今
回
の
復
興
庁
要
請
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
、
岩
手
・
宮
城
・
福

島
か
ら
現
場
組
合
員
を
含
め
て
11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

回
答
の
冒
頭
で
復
興
支
援
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
�
自
助

・
共
助
�
の
活
用
を
持
ち
出
し
て
回

答
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
宮
城
県
医
労
連
の
中
山

執
行
委
員
長
は
、
「
国
の
公
助
を
要

請
し
て
い
る
場
に
お
い
て
、
自
助
・

共
助
の
話
は
、
被
災
者
に
対
す
る
説

明
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
」
と
激

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
現
在

は
都
道
府
県
か
ら
の
拠
出
金
で
賄
わ

れ
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
国
が

拠
出
す
る
べ
き
と
し
て
、
国
の
予
算

の
在
り
方
の
見
直
し
を
求
め
ま
し

た
。そ

の
他
、
要
請
団
か
ら
は
被
災
者

の
生
活
再
建
の
支
援
制
度
を
め
ぐ
っ

て
は
、
ど
の
県
に
お
い
て
も
国
が
設

け
て
い
る
生
活
再
建
支
援
金
に
自
治

体
が
プ
ラ
ス
し
て
自
力
再
建
が
図
ら

れ
て
い
る
実
態
を
報
告
し
、
誰
も
が

補
償
さ
れ
る
べ
く
国
の
基
準
と
し

て
、
生
活
支
援
に
必
要
な
支
援
金
の

補
償
を
踏
み
込
ん
で
考
え
る
べ
き
と

し
ま
し
た
。

原
発
の
課
題
に
お
い
て
は
、
震
災

後
10
年
を
経
過
す
る
今
で
も
地
震
に

対
し
て
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
こ
と
や
、
2
月
の
強
い
揺

れ
の
地
震
の
と
き
に
公
開
さ
れ
た
情

報
内
容
に
対
し
、
そ
の
基
準
が
不
明

確
で
、
現
状
が
知
ら
さ
れ
な
い
中
で

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
と
し
た
発

言
が
あ
が
り
、
復
興
庁
か
ら
横
断
的

な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

脱
原
発
を
訴
え
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。
復
興
庁
は
原
発
に
つ
い
て
、「
色

ん
な
議
論
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
り
、
問
題
意
識
も
関
係
各
所
に
伝

え
て
い
く
」
と
す
る
に
留
ま
り
ま
し

た
。

労
働
時
間
の
適
切
な
把
握
に
つ

い
て
厚
労
省
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド

や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
、
客
観
的
な

記
録
に
よ
る
管
理
を
行
う
べ
き
と

説
明
し
ま
し
た
。交
渉
団
か
ら
は
、

直
近
の
調
査
で
医
療
・
介
護
現
場

の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
の
導
入
率

は
26
・
8
％
、
ま
た
、
36
協
定
の

未
周
知
が
66
・
5
％
な
ど
の
調
査

結
果
を
紹
介
し
、
労
基
法
違
反
率

の
高
い
医
療
・
介
護
職
場
へ
の
指

導
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

夜
間
や
休
日
の
呼
び
出
し
に
備

え
た「
自
宅
待
機
」に
つ
い
て
、
半

拘
束
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、

待
機
当
番
時
の
呼
出
手
当
や
超
過

勤
務
手
当
に
つ
い
て
の
判
断
も
求

め
ま
し
た
が
、
「
個
別
具
体
的
に

判
断
す
る
し
か
な
い
」
と
厚
労
省

は
明
確
な
回
答
を
避
け
ま
し
た
。

無
給
医
問
題
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
、
本
来
学
生
で
あ
る
べ
き
者

が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
の
か
診
療

行
為
と
し
て
常
習
化
し
て
い
る
も

の
な
の
か
、
事
例
を
個
別
具
体
的

に
見
て
判
断
し
所
要
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
交

渉
団
か
ら
は
、
都
内
の
大
学
病
院

で
無
給
医
の
賃
金
不
払
い
に
つ
い

て
是
正
指
導
が
行
わ
れ
た
が
、
他

の
大
学
で
も
、
恒
常
的
に
診
療
行

為
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
指
摘

し
、臨
検
を
強
め
よ
と
し
ま
し
た
。

年
休
5
日
の
付
与
義
務
に
関

し
、
「
日
勤
↓
深
夜
」
勤
務
の
際

に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
し
て
半
日
ず

つ
勤
務
に
組
み
込
ま
れ
る
実
態
を

指
摘
し
、
臨
検
の
際
に
注
視
す
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
な
お
、
5

日
の
義
務
取
得
に
は「
時
間
単
位
」

の
有
給
取
得
は
含
ま
れ
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

医
師
の
長
時
間
労
働
、
患
者
・
利

用
者
の
安
全
が
保
障
で
き
な
い
1

人
夜
勤
へ
の
指
導
。
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
ら
に
過
酷
な
労
働
実
態
が
続

き
、
離
職
が
増
え
か
ね
な
い
事
態

を
改
善
に
向
か
わ
せ
る
た
め
、
夜

勤
回
数
制
限
や
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規

制
な
ど
強
い
規
制
を
国
が
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は

「
大
学
病
院
の
役
割
と
新
型
コ
ロ

ナ
の
最
後
の
砦
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
必
要
な
支
援
を
行
い
た

い
」、医
師
養
成
に
つ
い
て
は
「
厚

労
省
の
医
師
需
給
分
科
会
で
は
、

令
和
5
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
と
さ
れ
て
お
り
、
意

見
を
求
め
ら
れ
れ
ば
対
応
す
る
」

に
留
ま
り
ま
し
た
。
無
給
医
問
題

は
「
省
と
し
て
調
査
を
行
い
昨
年

2
月
に
公
表
し
た
。
本
年
も
再
度

周
知
等
行
っ
た
」
と
し
ま
し
た
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
「
診
療
報

酬
の
臨
時
改
定
で
補
填
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

医
系
学
生
の
臨
床
実
習
に
つ
い
て

は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
実
習
を
行
い
、

臨
床
実
習
も
再
開
し
て
い
る
」
と

し
て
、
臨
床
実
習
の
感
染
防
護
具

に
つ
い
て「
把
握
に
努
め
た
い
」と

し
ま
し
た
。
給
付
型
奨
学
金
に
つ

い
て
は
「
貸
与
型
奨
学
金
な
ど
と

の
公
平
性
に
留
意
し
、
機
会
均
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
し
ま
し
た
。
回
答
に
対
し
、
医

師
不
足
に
つ
い
て
絶
対
数
不
足
の

認
識
を
求
め
ま
し
た
が
、
担
当
者

は
「
文
科
省
と
し
て
医
師
不
足
の

判
断
は
難
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
参
加
者
は
医
師
の

過
労
死
レ
ベ
ル
の
36
協
定
・
特
別

条
項
に
つ
い
て
「
医
師
の
絶
対
数

が
足
り
な
い
と
い
う
認
識
に
立
っ

て
ほ
し
い
」
と
見
解
を
求
め
、
担

当
者
は
「
文
科
省
と
し
て
医
師
不

足
と
い
う
判
断
は
難
し
く
、
絶
対

数
と
し
て
医
師
不
足
と
の
意
見
は

認
識
し
つ
つ
、
議
論
を
見
守
り
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
各
大
学
の

経
営
状
況
に
関
わ
り
消
費
税
負
担

の
解
消
を
求
め
ま
し
た
が
「
2
0

2
0
年
3
月
ま
で
の
時
点
を
検
証

し
た
結
果
で
は
概
ね
補
填
で
き
て

い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
「
消
費
税
増
税
の
た

び
に
経
営
圧
迫
の
状
況
が
あ
り
、

と
て
も
十
分
に
補
填
さ
れ
て
い
る

と
い
う
実
感
は
な
い
」
と
検
証
を

要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
期
間

雇
用
職
員
へ
の
無
期
転
換
逃
れ
の

実
例
を
示
し
、
「
人
間
を
使
い
捨

て
に
す
る
雇
い
方
に
つ
い
て
指
導

し
て
も
ら
い
た
い
」と
の
要
請
に
、

担
当
者
は
「
実
態
把
握
が
先
決
だ

が
倫
理
的
に
は
問
題
も
あ
る
と
思

う
。
意
見
は
共
有
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

今
回
の
総
務
省
要
請
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
併
用
で
行
わ
れ
、
7
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

公
立
・
公
的
病
院
の
再
検
証
の

撤
回
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
同
様

に
厚
労
省
の
管
轄
す
る
事
に
総
務

省
と
し
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
」
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
に
関
す
る
事
は
、

担
当
は
厚
労
省
で
あ
る
の
で
回
答

す
る
立
場
に
は
な
い
と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
。
名
古
屋
市
の
市
立

病
院
と
大
学
病
院
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
は
、
「
総
務
省
と
し
て
は

自
治
体
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
関
与
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
」
と
前
回
同
様
の
見
解
を
示
し

た
上
で
「
全
体
と
し
て
は
コ
ロ
ナ

禍
で
公
立
病
院
改
革
は
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
。
愛
知
の
事
例
は
何
故

急
ぐ
の
か
は
解
ら
な
い
」
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。
政
令
指
定
都

市
に
お
い
て
市
立
病
院
が
無
く
な

る
こ
と
の
重
大
性
を
追
及
す
る

と
、
他
に
も
市
立
病
院
が
無
い
政

令
指
定
都
市
も
あ
る
と
述
べ
る
に

留
ま
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
病
院
と
指
定
管
理
や

独
法
の
病
院
と
で
は
違
い
が
あ
る

こ
と
を
認
め
、
今
後
そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
の
指
導
に
つ
い
て

は
、
「
厚
労
省
の
通
知
を
総
務
省

と
し
て
改
め
て
各
地
方
公
共
団
体

に
通
知
し
検
査
実
施
を
促
し
て
い

る
」
程
度
で
し
た
。
総
務
省
と
し

て
検
査
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る

が
「
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て

と
言
わ
れ
て
も
出
来
な
い
と
の
声

が
自
治
体
か
ら
届
い
て
い
る
」「
組

合
か
ら
も
各
自
治
体
や
病
院
当
局

へ
要
請
し
て
も
ら
え
る
と
有
難

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

労
働
時
間
の
適
正
管
理
に
関
し

て
、
広
島
市
民
病
院
労
組
か
ら
時

間
外
労
働
調
査
結
果
や
組
合
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
客

観
的
な
労
働
時
間
管
理
が
出
来
て

い
な
い
」
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
横

行
し
て
い
る
」
「
持
ち
帰
り
残
業

も
あ
る
」
な
ど
の
実
態
を
示
し
、

総
務
省
と
し
て
の
指
導
改
善
を
求

め
、
テ
ッ
ク
表
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
3
月
5

日
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
に

て
、
全
労
連
と
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
に
結
集
し
、
中
央

総
決
起
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

集
会
の
決
意
表
明
で
は
、

東
京
医
労
連
・
久
保
遼
太
郎

さ
ん
が
「
今
年
の
春
闘
は
特

別
。私
た
ち
医
療
従
事
者
は
、

直
接
国
民
の
い
の
ち
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
は

か
ら
ず
も
人
員
体
制
の
厳
し

さ
、
人
材
不
足
が
、
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
必
要

な
の
は
、
非
常
時
で
も
、
し

っ
か
り
と
し
た
医
療
介
護
が

提
供
で
き
る
人
員
を
確
保
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
絶
対
に

必
要
で
す
。
ま
し
て
や
、
不

利
益
変
更
な
ん
て
あ
り
え
な

い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
国
会
ま
で
請

願
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

日本医労連は3月14日、「コロナ禍で
奮闘する現場実態ＷＥＢ交流会」を開催
し、3全国19都道府県医労連から72人が
参加しました。現場実態の報告として、

全医労大分支部、兵庫民医労尼崎支部、
久留米大学教職員組合から発言を頂きま
した。4つの分散会に分かれ、現場の実
態について交流を深めました。

医療・介護・いのちまもる対策を

3．4「いのち署名」国会請願意思統一集会

賛同・紹介議員123人に賛同・紹介議員123人に

群馬群馬

東京東京

コロナ克服し

「人員確保には
ベアが絶対必要」

宮城宮城

神奈川神奈川

3．5中央総決起集会3．5中央総決起集会

２０２１年春２０２１年春
厚
労（
看
護
）

厚
労（
看
護
）

厚
労（
労
働
）

厚
労（
労
働
）

医療・介護従事者、現場実態をＷＥＢ交流

た
だ
ち
に
抜
本
的
な
財
政
支
援
を

た
だ
ち
に
抜
本
的
な
財
政
支
援
を

厚
労（
介
護
）

厚
労（
介
護
）

復
興
庁

復
興
庁

介護の交渉団介護の交渉団

3．143．14

総
務
省

総
務
省

文
科
省

文
科
省

厚
労（
医
療
）

厚
労（
医
療
）
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●
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
活
動
は
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
学
習
会
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
。

こ
の
1
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
自
宅
か
ら
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
で
、
今
ま
で
夜
の
会
議
や
学

習
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も

参
加
で
き
た
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
視
聴

し
な
が
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で

感
想
を
メ
ー
ル
し
合
う
な
ど
新
し

い
試
み
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

（
北
海
道
・
桑
田

伸
子
）

●
先
日
、
先
輩
の
女
性
職
員
が
退

職
し
ま
し
た
。
出
産
と
育
児
休
暇

の
後
、
復
帰
な
さ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
や
は
り
子
育
て
を
し
な

が
ら
働
く
の
は
難
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。
貴
重
な
人
材
が
こ
う
い
う

理
由
で
流
出
し
て
し
ま
う
の
は
非

常
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

少
子
化
な
の
に
子
育
て
で
働
き
に

く
い
世
の
中
は
お
か
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
す
ま
す
少
子
化
を
助
長

す
る
だ
け
で
す
。
早
く
多
種
多
様

な
働
き
方
が
可
能
な
世
の
中
に
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
・
松
木

洋
祐
）

●
「
学
び
を
止
め
な
い
教
育
」
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
学
は
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
リ
モ
ー
ト

や
対
面
を
状
況
に
よ
っ
て
切
り
替

え
な
が
ら
何
と
か
令
和
2
年
度
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
！
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
ぶ
大
学
生
活
は
一
度
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
力
で
支
え
て

や
り
た
い
！
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
・
岡
本

智
美
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
県
外
へ
の
移
動
が

し
に
く
く
な
っ
た
た
め
か
、
大
好

き
な
北
海
道
「
山
わ
さ
び
」
が
届

か
な
く
な
り
ま
し
た
。
食
べ
た
い

で
す
。
（
東
京
・
金
松

典
之
）

今年6月、ＷＥＢで開催する第48回医療研究全国
集会。そのポスター、チラシが完成し、4月に各加
盟組織に送付されます。
第48回医療研究全国集会 in 秋田は、新型コロナの

感染拡大による影響から、秋田市での開催を取り止
め、開催形式を東京・日本医療労働会館をメイン会
場としたＷＥＢ開催に変更となりました。参加者募
集とレポート募集開始は2021年4月1日を予定して
います。

開催日程
2021年6月12日（土）～13日（日）

1日目 全体集会 午後1時～午後5時
2日目 分科会 午前10時～午後4時

開催方法
全体集会、分科会ともにパソコンやスマートフォ
ン、タブレット端末などから参加できるＷＥＢ開催。

【パズル解答】
1749号の答えは「アイスバーン」でした。正解者
の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を4／14（水）までにご応
募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

慶
弔
共
済
の
申
請
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

医
労
連
共
済
の
慶
弔
共

済
は
、
「
死
亡
」
「
後
遺

障
害
」「
住
宅
災
害
」「
傷

病
」
な
ど
弔
慰
金
や
見
舞

金
以
外
に
も
、
組
合
員
の

「
結
婚
」
「
銀
婚
」
や
子

の
「
出
生
」
、
小
学
校
・

中
学
校
の
「
入
学
」
、
中

学
校
の
「
卒
業
」
が
祝
金

と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

「
死
亡
」
や
「
住
宅
災

害
」
な
ど
は
個
人
共
済
と

同
様
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、「
傷
病
」「
結

婚
」
「
銀
婚
」
「
出
生
」

「
入
学
」
「
卒
業
」
の
給

付
は
「
慶
弔
共
済
共
済
金

支
払
い
請
求
書
兼
証
明

書
」
で
請
求
で
き
ま
す
。

請
求
時
に
、
手
書
き
の

「
慶
弔
共
済
共
済
金
支
払

い
請
求
書
兼
証
明
書
」
の

代
わ
り
に
ご
活
用
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
、
慶
弔
共

済
請
求
お
助
け
ソ
フ
ト

「
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」
で

す
。
医
労
連
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。
説
明
書

も
あ
り
操
作
も
簡
単
で
、

入
力
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
そ

の
ま
ま
メ
ー
ル
で
送
っ
て

頂
け
れ
ば
、
請
求
は
完
了

し
ま
す
。

卒
業
・
入
学
な
ど
で
申

請
手
続
き
が
増
え
る
時
期

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

※
請
求
時
効
は
共
済
事

業
局
の
受
付
日
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
3
年
の
給
付
事

由
が
対
象
で
す
。

日
本
医
労
連
は
長
時
間
労

働
の
是
正
・
不
払
い
残
業
の

根
絶
を
目
的
に
「
2
0
2
0

年
秋
、
全
国
一
斉
退
勤
時
間

調
査
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
始
業
時

間
前
時
間
外
労
働
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

日
常
的
に
労
働
時
間
に
対
す

る
意
識
が
向
い
た
結
果
と
も

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
医
療
・
介
護
現
場
で

は
、
長
時
間
労
働
や
不
払
い

残
業
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
是
正

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

増
加
す
る

時
間
外
労
働

調
査
は
平
日
の
夕
方
、
タ

イ
ム
カ
ー
ド
前
な
ど
で
退
勤

す
る
職
員
に
主
に
は
聞
き
取

り
で
行
い
、
18
都
道
府
県
57

施
設
1
万
2
5
5
6
人
か
ら

集
約
し
ま
し
た
。

回
答
結
果
で
は
、
調
査
を

行
っ
た
日
に
時
間
外
労
働
を

し
た
人
は
9
9
9
5
人
で
全

体
の
79
・
6
％
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
5
3
9
4

人
が
始
業
時
間
前
か
ら
仕
事

し
、
終
業
時
間
を
こ
え
て
も

仕
事
が
終
わ
ら
な
い
と
い
う

状
況
で
し
た
。

「
今
日
の
始
業
前
時
間
外

労
働
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
し
た

か
？
」
の
問
い
に
、「
な
し
」

は
33
・
1
％
で
あ
り
、
昨
年

調
査
と
比
較
し
て
9
・
5
％

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
回

答
者
の
6
割
が
始
業
時
間
前

に
仕
事
を
始
め
て
い
ま
し

た
。始

業
前
時
間
外
労
働
に
つ

い
て
職
種
別
で
み
る
と
、

「
看
護
職
員
」
は
約
8
割
で

し
た
。
ま
た
、
1
時
間
以
上

の
長
時
間
に
及
ぶ
始
業
前
時

間
外
労
働
で
は
「
医
師
」
が

突
出
し
て
い
ま
し
た
。
年
代

別
で
は
、
「
24
歳
以
下
」
76

・
3
％
、「
25
〜
29
歳
」68
・

8
％
と
若
年
層
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
終
業
時
間
後
、

ど
れ
く
ら
い
残
業
し
ま
し
た

か
？
」
の
問
い
に
は
、
残
業

「
な
し
」
は
39
・
5
％
で
し

た
。
就
業
時
間
後
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
職
種
別
に
み
る

と
、
「
リ
ハ
」
69
・
5
％
、

「
医
師
」
64
・
0
％
、
「
看

護
職
員
」
64
・
6
％
と
割
合

が
高
く
、
昨
年
と
比
べ
て
も

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
2
時

間
を
こ
え
る
時
間
外
労
働
で

は
「
医
師
」
24
・
3
％
、「
看

護
職
員
」10
・
5
％
で
し
た
。

残
業
代
の

不
払
い
は

法
律
違
反

時
間
外
労
働
が
蔓
延
し
て

い
る
一
方
で
、
時
間
外
労
働

の
請
求
が
し
づ
ら
く
、
不
払

い
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
若

年
層
に
強
く
見
ら
れ
ま
す
。

若
年
層
に
多
い
要
因
と
し
て

は
、「
力
量
が
伴
っ
て
な
い
」

を
理
由
と
し
て
残
業
代
を
請

求
し
て
い
な
い
と
い
う
回
答

が
目
立
っ
た
ほ
か
、
「
年
間

で
時
間
外
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
と
経
理
か
ら
言
わ
れ
た
か

ら
」
「
残
業
時
間
が
月
に
30

時
間
超
え
な
い
よ
う
に
い
わ

れ
た
」
「
毎
日
の
こ
と
だ
か

ら
」
と
い
っ
た
回
答
な
ど
、

経
験
の
少
な
さ
な
ど
か
ら
恐

怖
に
近
い
不
安
感
を
強
く
も

っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
。
使
用
者
の
労
働
時
間

管
理
の
責
任
が
問
わ
れ
る
一

方
で
、
労
働
者
自
ら
が
「
時

間
外
ま
で
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
自
分
の
能
力
が

低
い
か
ら
」
と
請
求
を
自
粛

す
る
傾
向
や
、
「
残
業
代
の

不
払
い
が
法
律
違
反
で
あ

る
」
こ
と
を
「
知
ら
な
い
」

が
1
割
を
超
え
て
い
る
事
実

は
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

長
時
間
労
働
を

規
制
す
る

法
整
備
を
！

2
0
1
9
年
4
月
1
日
か

ら
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

規
制
」
は
、
努
力
義
務
と
な

り
ま
し
た
が
、
医
療
・
介
護

の
現
場
は
、
長
時
間
夜
勤
と

深
夜
勤
務
回
数
の
制
限
に
対

す
る
法
的
規
制
が
な
い
こ
と

に
加
え
、
恒
常
的
な
人
手
不

足
が
続
き
、
離
職
者
が
絶
え

な
い
職
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
用
者
の
労
働
時
間
管

理
の
徹
底
と
行
政
に
よ
る
監

督
監
査
の
強
化
、
根
本
的
に

は
長
時
間
労
働
や
夜
勤
回

数
、
短
す
ぎ
る
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
を
規
制
す
る
法
整

備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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